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要約

　Ｋ値は新型コロナウイルス感染症の地域ごとの収束予測などに役立つ優れた指標である。

誰にでも簡単に計算できて、値が日ごとに直線的に減少する線形性が特徴である。感染の収

束時には値が０に近づく。こうしたわかりやすさから、統計教育の中で生徒に紹介すること

もできる。また、厳密な定義は二重指数関数であるため、生徒に数学的な興味・関心を高め

させる目的で紹介することも可能である。本稿では、その定義及び北海道に当てはめたグラ

フを紹介する。
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１　Ｋ値とそのメリット

　Ｋ値とは、中野・池田(2020)によって発表された、

新型コロナウイルスの収束予測などに役立つ画期的

な優れた指標である。その定義は一見誰でもわかる

きわめて簡単なもののため、従来の分析を補完する

ものとして期待されている。値域は０～１で、日ご

とに直線的に減少する線形性や収束時には０に近づ

くという性質をもつ。注目度は高く、５月１４日に

開催された政府の新型コロナウイルス感染症対策専

門家会議でも参考資料として提出され、翌１５日に

はテレビ番組でも取り上げられた。

　新型コロナの感染者数は当初は幾何級数的に増え

ることが一般的には多いことから、通常複数の国な

どいくつかの集団の感染者数を比較する場合は、縦

軸を対数目盛にすることが多い。このとき各国の推

移は曲線となるため、変化を比較しにくい。これに

対して、Ｋ値は、  の範囲では単調減

少の直線で近似できるため、変化が読み取りやすい。

さらには、例えばある国でロックダウンをしたとき

にその効果があったかといったことを読み取ること

は対数目盛の曲線からは難しいが、Ｋ値であれば直

線の傾きがある時点から変化として現れるので読み

取りやすい。

　このように、Ｋ値は定義のわかりやすさと線形性

から、役立つ可能性があると注目されたのである。

２　Ｋ値の定義（簡単バージョン）　

　Ｋ値は、ある集団における新型コロナウイルスの

感染者全体の数に対する直前１週間の感染者数の割

合である。即ち

　Ｋ＝(直前１週間の感染者数)/(感染者全体の数)

　例えば、直前１週間の感染者数が感染者全体の数

の半分なら 、１割なら となる。

３　Ｋ値についての補足

　厳密には、Ｋ値は後述する二重指数関数という複

雑な式で定義される。しかし、Ｋが 0.25より大き

い範囲を調べるのであれば、２の定義で十分である。

　なお、感染者全体の数は、感染拡大が始まってか

らの感染者数とすることが多い。例えば、次に取り

扱う北海道の第２波の感染について調べるときには、

第１波の感染者数は感染者全体の数から除く。
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４　北海道の第２波の感染におけるＫ値

　北海道の第２波のＫ値を調べる。本稿では、第２

波の始まった４月６日以降の数を感染者全体の数と

する。

　このときのＫ値を求め、グラフ化すると、次のよ

うになる。

　横軸は１目盛りが１日であり、４月６日の２週間

後の４月１９日が横軸の１、その１８日後の５月７

日が横軸の１９である。縦軸はＫ値である。直線は、

回帰直線である。５月７日までとしたのは、８日に

なると となり、線形近似の範囲を超えるた

めである。

　 ということは、直前の１週間で 25%も増

加したということになる。確かに５月１日からの感

染者数は、順に 23,33,25,31,12,23,14 と、相当な数で

あった。

　なお、なぜこの式で予測できるのかについては本

稿の意図とは異なるので取り上げないが、参考文献

をみていただきたい。

５　Ｋ値の厳密な定義と予測グラフ

　Ｋ値の厳密な定義は次の関数で表されるのだが、

詳しくは中野・池田(2020)と秋山(2020)を参照願う。

ここでは、二重指数関数の形になっていることだけ

ご理解いただきたい。

※　 は日にち、 は近似直線の傾き ’を用いた

’という計算で求められる値、 は

倍加率の対数

　Ｋ値が 0.25 を下回ったあとは、この厳密な定義に

よる計算で予測曲線を描くことになる。

　５月２９日現在のＫ値とその予測曲線を含むグラ

フを描くと次のとおりである。

　なお、横軸１９までの直線は先ほどのものを用い、

厳密な定義による曲線との接続は、グラフがつなが

るように係数 を自分なりに計算した。その具体

的な計算は本稿の趣旨から外れるので割愛させてい

ただく。

　横軸の２０以降をみると、一旦予測よりも感染者

数が減っている。

　しかしながら、横軸の４１の５月２９日に至って

は、予測曲線どおりになっている。危惧されるのは

Ｋ値が上昇気味なことであるが、これは本稿の目的

とは異なる専門家の分析の内容となるので、素人が

考えを述べることは差し控える。

　こうしてみると、生徒への統計教育における相関

係数の発展としての回帰直線に言及することがあれ

ば、最初の事例を簡単な定義とともに伝えることで、

生徒に数学の統計分野がまさに今世の中で問題と

なっていることの解決に役立っていることが伝えら

れるのではないだろうか。

　また、厳密な二重指数関数の定義は、生徒に数学

的な興味・関心を高めさせる目的で紹介することも

可能である。

６　Ｋ値の厳密な定義の補足

の は、 付近で近似直線とこの曲線に

連続性を持たせるために調整する値と捉えている。
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